































































































































































































































































































































































































































































































































































194　　早法 92 巻 2 号（2017）
上の大則」であるとし、さらに、わが国が立憲制度を採用したことは、「我が国
自身の一大事」であるのみならず、「一般に人類の文化」、「一般人類の政治の帰
趣」にかかわる重大な意味・責任を伴う、と説いています。
　その後、昭和ファシズムに入り、大変な悲劇を経験し、われわれは、日本国憲
法を制定し、立憲主義の復活
4 4
強化を誓って再出発したわけです。因みに、佐々木
惣一は、押し付け憲法だ、自主憲法だ、明治憲法の復活だといった、弟子の一部
も含む人たちの主張について、そういうことはもういいではないか、われわれが
一番大事にすべきは日本国憲法に謳われる「基本的人権」という言葉だ、その意
味を究め、その発展を図ることこそこれからの憲法学の最も重要な使命ではない
かとよく口にされていた、と彼の秘書のような役割を果たされた方から直接幾度
も聞きました。
　駆足でいろいろなことに触れましたが、立憲主義が揺らぐことは日本の法体系
全体、日本そのものがおかしくなるということ、そしてその立憲主義を維持して
いくには“リーガル・マインド”を身に付けた人たち、さらに法律家の存在と役
割が大きいということ、を申したかったからであります。皆さんのご研鑽・ご健
闘を心から期待申し上げる次第です。
おわりに
　冒頭で、良寛さんについて最後にまた一言したいと申しました。良寛に関する
多くの本の中の一冊、柳田聖山『沙門良寛』（人文書院）に、こんな一節があり
ます。「暗いところに身をひそめると、明るいところは見すかしになりますが、
明るいところからは、暗い内部が見えません。人生を上から見るのと、下から見
るのとでは、景色はまったくちがいます。良寛は死ぬまで下を向いて法を説くこ
とがない」、と。
　「法」といっても私の専門とする「法」とは性質を異にし、良寛さんのような
生き方はもとより私には不可能なことです。しかし私が、異説・異論を許さず社
会を一色に染め上げて結局一人一人の人間を“モノ”のように扱う結果になる全
体主義体制に強い違和感、否、拒否感をもち、私の最初の著『憲法』（青林書院
新社、1981年）の「はしがき」で「立憲主義へのアフェクション」を表白したり
してその思いをずっと抱き続けてきた背景には、いつも「良寛さんの風景」があ
ったことを告白して、本日の文字通りの最後にしたいと思います。
　ご清聴有難うございました。
講　演（佐藤）　　195
〔付記〕
　本稿は、2016年 6 月15日に行われた早稲田大学法学会大会での講演を基に作成し
たものである。内容的にはほぼ講演の通りであるが、話の重複部分を削除し、説明
的なものを付け加え、流れとの関係でエピソード的なものを落しあるいは表現の仕
方を変えたりしたところがあることをお断りしておきたい。
